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〔事業内容〕
特別養護老人ホーム 万葉園・・・・・・・・・・・・・・・定員50人
特別養護老人ホーム 万葉園（ユニット）・・・・定員40人
　　　　　　　　　　　　（内ショートステイ10人）
グループホーム たんぽぽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・定員  9人

令和６年４月10日 発行
第80号

特別養護老人ホーム　万葉園
編集・発行　社会福祉法人 南相馬福祉会

〒979－2334 福島県南相馬市鹿島区西町三丁目３番地
TEL（0244）67－1551　FAX（0244）67－1552
TEL（0244）67－1554（たんぽぽ直通）　     　　　

E－mail　manyouen@orion.ocn.ne.jp
URL　http://minamisomafukushikai.or.jp/

万葉園万葉園だよりより万葉園万葉園だよりより万葉園だより万葉園だより

本館

　

日
頃
よ
り

万
葉
園
、
た

ん
ぽ
ぽ
の
運

営
に
あ
た

り
、
ご
利
用

者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ご
家
族
、
地

域
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
度
、
髙
玉
前
施
設
長
の
退

任
に
伴
い
、
４
月
１
日
よ
り
施
設
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
が
以
前
、
万
葉
園
に
勤
務
し
て

い
た
の
は
、
震
災
当
時
で
、
従
来
型

50
床
の
み
の
時
代
で
し
た
。
そ
の

後
、
全
室
個
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
を
増

床
し
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
含
め
90

床
と
い
う
大
き
な
施
設
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
故
郷
に
戻
っ
て
き

た
よ
う
な
懐
か
し
さ
と
と
も
に
、
大

き
な
施
設
を
ま
と
め
上
げ
る
重
責
を

感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
利
用
者
、

ご
家
族
の
想
い
に
寄
り
添
い
、
地
域

に
根
ざ
し
た
施
設
運
営
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
、
ご

撻
を
賜
り
た
く
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

施
設
長　

鹿
山　

奈
美



　１月１日、本館では新年の雰囲気を存分に楽しんで頂けるよう、神社参
拝やおみくじ、獅子舞などのイベントを開催しました。多くのご利用者の
皆さんが獅子の力強い印象に驚きや警戒心を見せつつも楽しい雰囲気を感
じ取られ、笑
顔で話されて
おりました。
これからも怪
我や病気に最
善の注意を払
い、ご利用者
の皆さんの生
活に彩りを増
やして行ける
よう努めてま
いります。

　12月25日、本館のクリスマス当日、普段はエリア毎に生活
されているご利用者の皆さんに一ヶ所に集まって頂き、ケー
キやプリン作りを実施しました。ご利用者の皆さん同士の会

話交流も見られ、フロアは笑い声が聞かれ和やかな雰囲気に包まれていました。美味しいおやつを食べ
た後は、お一人お一人サンタクロースからのプレゼントを受け取り大変喜ばれていました。

芋煮会

新人職員紹介

新人職員紹介

本 館 クリスマス会

　今年も節分の豆まきの季節がやってきました。鬼が、ご利用者の皆さん
の元に現れると「ご苦労さんだな。鬼は外。福は内。」と豆をまかれました。
　豆まき後は、ご利用者の皆さんと鬼と笑顔で記念撮影をしました。

　今年１年、ご利用者の皆さんにとって無病息災でありますように。

本 館 節  分

本 館 神  楽
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　12月25日、ユ
ニットではクリス
マスのおやつ作り

を開催しました。今年のメニューは苺のショートケーキとプ
リンのデザートです。ご利用者の皆さんと職員が協力して盛
り付けを行い、華やかなデザートが出来上がりました。ご利
用者の皆さんが召しあがった後には、サンタクロースからク
リスマスプレゼントが配られ、ご利用者の皆さんは、笑顔で
写真撮影をしました。

ユニット クリスマス会

　２月３日は節分の行事が
行われ、フロアにはご利用
者の皆さんと職員の「鬼

はー外！福はー内！」という元気な掛け声が響き渡りまし
た。豆まきの後は、皆さん笑顔で鬼と記念撮影されていま
した。

ユニット 節  分

愛と を込めて栄養
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●

管
野　

忠
明 

様
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

●

吉
田　
　

豊 

様
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

令
和
５
年
12
月
〜
令
和
６
年
２
月
ま
で

　

万
葉
園
・
た
ん
ぽ
ぽ
の
４
〜
６
月
分
の

休
日
支
払
対
応
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

● 

４
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

 

● 

５
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

 

● 

６
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　

対
応
日
及
び
平
日
の
利
用
料
の
支
払
い

や
通
帳
へ
の
入
金
等
に
つ
い
て
、
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ま
で
万
葉
園
事
務
室
に
て

対
応
い
た
し
ま
す
。

休
日
支
払
対
応
日
の
お
知
ら
せ

寄
付

１
、私
た
ち
は
、ご
利
用
者
の
安
心
、ゆ
と

り
あ
る
生
活
を
広
げ
ま
す
。

２
、私
た
ち
は
、ご
利
用
者
の
や
す
ら
ぎ
の

あ
る
生
活
を
大
切
に
し
ま
す
。

３
、私
た
ち
は
、ご
利
用
者
と
楽
し
み
、悩

み
、そ
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま

す
。

４
、私
た
ち
は
、ご
利
用
者
に
思
い
や
り
、

気
配
り
の
あ
る
ケ
ア
を
提
供
し
ま
す
。

●
●

基 

本 

理 

念
●
●

　２月に節分の豆まきを行いまし
た。鬼に仮装した職員を見て、ご利
用者の皆さんは、最初は驚いた様子
でしたが、豆まきを始めると豆を多
く当てようと何度も落ちた豆を拾い
鬼に向かって投げていました。豆ま
きが終わる頃には参加したご利用者
の皆さん全員が行事を楽しんでお
り、笑顔で鬼と記念撮影し、おやつ
の甘納豆を食べました。

ユニットたんぽぽ 節 分

　今年は東日本大震災から13年になりま
す。元旦に発生した能登地震でも災害弱者と
言われる方々の状況が報道されましたが、そ
の映像を見るたびに13年前を思い出して心
が痛みます。万葉園でも先の震災を教訓にし
て様々な対策を講じてきました。毎月の防災
訓練のほか、ご利用者・職員の安全確保、施
設のライフライン、物資の確保、職員が減っ

た時、非常時のご利用者のケアの対応は業務
継続計画で定めています。医務室では、医療
機関も同じく被災してしまうことも想定し
て、余裕をもった服薬管理をしています。ま
た、避難に備えご利用者の情報を要約した書
類を準備し、こまめに更新して情報管理をし
ています。これからも災害への対応力を高め
ていけるよう、職員一同力を合わせて頑張り
たいと思います。
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